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私は今、税務職員を目指して日々勉強に取り組んでいます。税務職員を目指す理由は税金が無くなると社会は成り立たなくなってしまうからです。警察や消防、救急などの公務員、社会の基盤になっている道路整備や学校教育、ごみ収集などのインフラ、生活に困窮している人々への手当や援助制度などこれらすべては税金によって支えられています。
私はひとり親家庭です。それにもかかわらず私は、興味のある習い事や検定の受験ができ、行きたい高校に進学できました。私が、これらのように充実した生活を遅れていたのは母の努力によるものだけだと思っていました。しかしそれだけではありませんでした。母に家計のことを聞いた際に私は特に税金による手当や援助制度による助けを受けていることを知りました。ひとり親家庭でも周りの人と同じ生活を送れていること。これが当たり前であったのは「児童扶養手当」による助けがあったからです。この助けにより毎日食べるものに困らなくなり、生活が安定しました。母もこの手当がなかったら頼れる親類がおらずアパートの家賃が払えなかったり不安な日々を送ってたに違いない。とてもありがたい制度に助けられてきた。と話していました。
次に家庭の所得によって受けられる「就学援助制度」による援助のおかげで小学校入学の際は好きなランドセルを選ぶことができました。修学旅行や卒業アルバム代の援助によって思い出に残る学生生活を送ることができました。
また、「児童手当」では以前は中学校卒業までが支給対象でしたが二年前から高校生も支給対象になりました。そのおかげで挑戦したい検定の参考書や過去問を購入し取り組むことができました。私は商業高校に進学できたことで、全国商業高等学校協会主催の検定や国家資格である基本情報技術者試験に合格することができました。児童手当のおかげで充実した高校生活を送ることができ、将来目指したい職業も見つけることができました。
今までは税金による助けを受ける立場でした。高校卒業後は社会人となり税金を収める立場になります。これまで受けてきた手当や援助を次の世代の子ども達につなげるために私自身が正しい知識を身につけて納税していきたいです。そして自分だけでなく国民の皆さんに理解を得て公平に納税してもらうため私は将来税務職員を目指します。税務職員として、正しく公平に税金を収める手助けをし本当に困っている人達に正しく公平な税金による助けが行き渡るようにしたいです。
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